
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

誰もが安心して暮らせるまちの実現にむけて、身近な地域の支えあい・見守りあいの仕組みづく

りを進める「第 4 期 栄区地域福祉保健計画」が令和 3 年度からスタートしています。本郷第三地

区のスローガンは、「顔の見えるまちづくり～お互いの配慮によって支えあおう～」となっていて、

７つのテーマに沿って“支えあいネットワーク”の 5 分科会で取り組みを進めています。 
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本郷第三地区とは以下の 9 町内会・自治会が属する地域です。（あいうえお順）  
・鍛冶ヶ谷町内会     ・港南台プリンスハイツ自治会   ・中野町内会   
・本郷富士見ヶ丘自治会  ・元大橋町内会  ・ラーバン港南台自治会  
・ローレルスクエア港南台自治会      ・若竹町内会   ・若竹山手町会  

 

ボランティア分科会 「社会モデル」についての勉強会を実施 
ボランティア分科会では日ごろの活動を共有し、地域福祉保健活動を進めています。毎年、障がい

への理解を深め、自分たちの活動へのプラスになり、住みやすい地域作りにつなげられるようにとの

観点で、学習会等を開催しています。 

今回は、地域にお住まいの三嶋伸昭さんを講師に「障がいを

社会モデルで考えてみる勉強会」を開催しました。障がいは、そ

の人の機能障がい等ではなく、社会や人が作り出しているもの

で、それは配慮によって取り除かれるという考え方が「社会モデ

ル」です。「自分だったらどうかと想像力を働かせる」「お互いの

対話や配慮ですすめていく」ことが必要と理解できました。社会

モデルを理解することは、私達一人ひとりの生活のし易さにも

つながることだと解りました。 

 

 

 
災害時分科会 「ハザードマップ」の勉強会を実施 

 
災害時分科会では、「災害に強いまちにしよう」について各町内会・自治会等から選出されたメンバー

と取り組みを進めています。 

今年度の活動としては、1月15日（土）に、栄区避難所マップ（風水害編：令和3年9月発行）を

もとにした、「ハザードマップ勉強会」を開催しました。当日は、河川氾濫と内水氾濫の違いや、洪水災

害・土砂災害などの種類によっても避難場所が異なる場合があること等を、栄区役所の総務部から招いた

講師（3名）の方々に解説していただき、マイタイムライン（避 

難行動計画）のシート作成も行いました。 

参加者からは、「風水害の警戒レベルによる避難指示のタイミング

の明確化」や「避難指示などの情報を受け取りにくい方々、特にイ

ンターネットを使わない高齢者などへの確実な伝達方法はない

か？」など、今後の活動への課題となりそうな質問も多く出ました。

これら学習した情報を、それぞれ自分の地域に戻り、伝達していく

ことの必要性を感じました。 
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子育て関連分科会では「子育て世代が安心して暮らせるまちにしよう」というテーマについて、地

域の方々の意見をより詳しく伺い、活動に繋げていくために、対象者を子育て世帯に絞ったアンケー

ト調査を実施しました。（令和 3 年７～８月実施 4 子ども会：３４５名から回答をいただきました） 

結果の詳細は、後日別紙のリーフレットにて各町内会・自治会の回覧などでご報告させていただく

予定ですが、ここではほんの一部をご紹介させていただきます。皆さんで一緒に考えていきましょう。 
 
《子どもの居場所づくりとして、地域にどのような場所が必要だと思いますか？》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※４子ども会 
（鍛冶ヶ谷・元大橋・若竹町・本郷富士見ヶ丘） 

 

子育て関連分科会「顔の見えるまちづくりアンケート結果」 

高齢者 

 
 

 

元大橋町内会では好天に恵まれた 12 月 12

日（日）初めての試みでしたが「栄区さわやかス

ポーツ普及委員会」のご協力を得て７３名の大

人、子供が４会場を廻りながら、ディスクゴル

フ、輪投げ、ラダーゲッター、ナインゴールのニ

ュースポーツ大会を実施しました。 

輪投げ以外は、馴

染みのないものでし

たが、大人も子供も

苦労しながら楽しん

でいました。 

 

 

 
 

春の訪れを告げる桜の花を折り紙で作るイベ

ントを 2 月 3 日（木）に開催しました。 

折り紙はしっかり折り目を付ける事、これが次

に役立つ大切な作業なのです。先生の説明と指先

に耳と目を配りながら黙々と自分の折り紙を折

って行く。そして桜の花が完成しました。 

先生の「サ～、こ

こをこうして」の一

言で桜の花がチュ

ーリップに変身。 

楽しいひと時を

過ごしました。 

 

 

地域でこんな行事が行われました 

 

 

令和 4 年 2 月 5、6 日に実施されました「栄区子ども会書道展」での入賞者をご紹介します 

（栄区出展数：１９３点 本郷第三地区出展数：５４点） 

■ 栄区連合町内会会長賞 （３名） 

・金子千春（小３年 元大橋）  ・本間真優（小５年 若竹） ・岡村紗弥（中３年 鍛冶ヶ谷） 

■ 栄区社会福祉協議会会長賞 （１名）  

・水田澄玲（小５年 若竹） 

■ 栄区青少年指導員協議会会長賞 （１名）  

・西條瑞稀（中３年 鍛冶ヶ谷） 

■ 栄区スポーツ推進委員連絡協議会会長賞 （１名）  

・盛山奈々花（中３年 元大橋） 

■ 市出展者 （６名）  

・砂賀陽向（小１年 元大橋） ・松川結衣（小２年 若竹） ・武藤千羽（小５年 上郷）  

・岡村苺郁（中１年 鍛冶ヶ谷） ・兼行瑞穂（中２年 元大橋） ・高橋伶奈（中２年 元大橋） 

■ 努力賞 （８名）  

・竹田渚 （小１年 鍛冶ヶ谷） ・山室佑月（小３年 上郷） ・山崎夕由（小５年 元大橋）  

・坂田睦季（小５年 元大橋） ・橋本翔太（小５年 上郷）  ・山田奈生（小６年 上郷） 

 ・畑辺歩乃花（中２年 元大橋） ・金子舞佳（中２年 元大橋） 

 

 

「栄区子ども会書道展」入賞者（本郷第三地区） 
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 1月9日（日）子の神日枝神社でお炊き上げを行

いました。数日前の雪が嘘のような晴天に恵まれ、

多くの子供達も集まってくれました。 

例年のようにお餅も豚汁も有りませんでしたが、

子供達にはお菓子とジュースを配り、新年を祝い、 

正月飾りを炊き上げた

煙にあたり１年の無病

息災をお願い致しまし

た。今回もスポーツ推進

委員に協力頂きました。 

 
 
 

12 月 2 日（木）地震災害時に、宅地内の下

水マンホールを利用する仮設トイレの設置方法

の勉強会を実施しました。 

大地震の時、下水道本管の被害は小さいです

が宅地内の下水管は浅く埋設されているため壊

れてトイレが使えなくなる可能性があります。 

参加者から、「このようなトイ 

レが宅地内に設置 

できるのならとて 

も安心です」との 

声が聞かれました。 

 
 

12 月 19 日（日）自治会主催のハイキング

を 3 年振りに実施しました。コースは、虻名公

園出発後、横浜栄高校、いっしんどう広場経由、

横浜自然観察の森自然観察センターまで。小春

日和に恵まれ、尾根道のあちこちで富士山を望

みながらのハイキングとなりました。 

「久しぶりに開催

できたね。」「楽しみ

にしていました。」な

ど、喜びの声が聞こ

えました。 

 

 

 

 
 
 

自治会が立ち上がってから19年を迎えます。

私たちのシニアクラブは、その自治会の歴史と

共に誕生し、支えてもらいながら歩んでいます。  

ここ 2 年はコロナ禍で十分な活動ができてい

ませんが、その中でも、毎月の定例会とマンショ

ン下の公園でグラン 

ドゴルフや半年間の早 

朝ラジオ体操を開催し 

ています。これらは自 

慢の活動です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

みんなの広場 たけのこ 

地区青少年指導員共催 お焚き上げ 
港南台プリンスハイツ ハイキング 

 

ローレルスクエア港南台 
シニアクラブ活動 

鍛冶ヶ谷町内会 
仮設マンホールトイレの勉強会 

中野・富士見ふれあいサロン  元大橋町内会 ウォークラリー 
＆ ニュースポーツ大会 

 ア：遊び場（室内・室外）58％ 

 イ：学習支援  15％ 

 ウ：相談場所  12％ 

 エ：子ども食堂  12％ 

 オ：その他  3％ 
 

その他には、駄菓子屋、家から近い学童、ボールなど運動や

花火のできる公園、雨の日遊べる所、フリーWi-Fi 設備で友達

と集まって過ごせる所、皆でゲームが出来るところ、親がコロ

ナになった時に預かってくれるところ、自宅から大きな通りを

渡らずに行ける公園、などのご意見がありました。 

 

 

 

  

 
58％ 

15％ 

12％ 

12％ 

3％ 


